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（３０年度）
２６年度

成果指標

3

効率性

所
管

文化産業観光部

年度

委託内容
なし

本プログラム数 27

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
24

かつて映画街として隆盛を極めた台東区で、下町らしい活気あふれる映画祭を開催し、日本を代表する「文化・芸術・芸能の
まち」としての台東区の魅力を国内外に広くアピールしていく。また、区民が映画に親しむ機会を一層充実させ、地域と連携
しながら、地域に根ざした映画・映像文化の振興を図る。

0

49,965

[事業開始]

③観光資源の活用と拡充

要綱

なし

浅草公会堂や不忍池水上音楽堂などで劇場未公開の新作映画を上映するほか、音楽ライブや短編コンペティションなど多
岐にわたるプログラムを実施する。また、区内小学校や上野恩賜公園等で無料のPRイベント「まちかど映画会」を実施する。

補助金の有無

7,218

会場 11 12

長期総合
計画体系

 [基本目標]

一般区民及び来街者

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅰ-２．まちの魅力の創出

 [施　　策]

２７年度 ２８年度(単位)

57,183

0

事業区分

情報発信・収集、イベント

平成２９年度　事務事業評価シート

（１）観光資源の再発見と活用の推進

「したまちコメディ映画祭ｉｎ台東」事業費助成金交付要綱根拠法令等

事業対象

事務事業名 映画祭の開催

　

文化振興課

行政計画 事業NO. 38 計画事業名
事業の開始・終了年度

映画祭の開催

事
務
事
業
の
概
要

　

11,146

0

目的達成度

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

認知度、来場者数の向上、メディアによる発信効果など一定の成果はあった。一方で、本事業
への区民来場者の割合は低く、地域への浸透が不十分との指摘がある中で、事業を根本から
見直し、区民の支持を得られる企画内容に改善を図る必要がある。

2
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

映像を通して本区の魅力を発信することは、区民の文化振興や地域への愛着と誇りに繋がるものであり、事
業としての必要性はある。

改善

評
価
結
果

来場者数や来場者の満足度、本区の魅力発信という面で一定の成果はあるものの、地域に根ざした映画・映
像文化の振興という面で課題がある。

2 民間活力を取り入れながら、より地域に根ざした映画・映像文化の振興を図るため、実施方法を見直す必要
がある。

3

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

オープニングでの演奏など、区民参加の充実を図ったほか、商店街や地域イベントと連携することで、地域協働の企
画を展開した。

0

50,416

0

49,964

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

184,603

96.0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 58,918

今後の方向性

58,240

58,240

47,094

58,918

0

57,183

来場者数

-

150,238

97.0

0

47,094

0

来場者満足度

8,501　人にかかるコスト（人件費など）

本区の文化資源が多くある中、映画・映像文化の発信のみにコストが多く掛かり過ぎている。

事
務
事
業
の
実
績

50,417

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

-

-

- 157,875人

9

98.0

会場数

0

種　別 指標の名称

％

　決算額　　(単位：千円)


